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富　 士

皿 榔旱の●将となウた富＋111

ｒａ
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翁飾重富圖:富嶽Ξ十大最より

山下白爾

遜常‘鳳凰快購″と典に参富士の●によって畑られ､ａ 長｡。一賞Ｊ･･・･､●●に

山下自爾とあるから､ 富士ｓ4・ は糠 鎗J-●の爾が鳳。ているのであろう｡ただ富

士の下部ｔ縮か｡ ＆4.し､はげしい會のい4．ｆ１を揚いて白蘭t 縮享きＵようとす

る。

露よの富士酢 鼻の軋 さを傭ら嶋 こ齢 な妾壷輿ｔ ａ ４ が､こ練 勅

亭漁は､ 讐ｔ の●富士の印象をい 。そ3魯 島でいる｡ 山のかなたにわ會上がづた

雪魯も､ｌ のｌ の即會●●●1こ畿蓑している｡ Ｗ を「●｣なる富士とすれ

ば｡ ７れけ111の「●｣なる量であろう。
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コレクション拝見

葛飾北斎画｢富嶽三十六景｣ 松井恒雄

富士山の描かれた切手を蒐集していますが､ その中から絵画に描かれた切手の内で葛飾北東が描いた｢富

嶽三十六景｣の切手を整理した作品を展示いたします｡ 作品は切手･初日カバー･記念はがきなどを使ってりーフ

を作成しました。

富　 士

餓羅條季の題材となった富士山

山　 ・　Ｍｔ．ＦＵ Ｊ Ｉ
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富　　 士

糠■切手の●材となった富士山
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葛飾北斎麗:富塵＝十六最より

武州千佳

北斎の“武州千住'はこの書はずれから荒川をへだてて富士を見る圓である｡ 手前の糧

の土乎1こは二人の勇が釣りを豪しんでいる｡そのうしろの水門の前に馬と馬子｡ 齢かな水

郷風景である｡ 草を観んだ疲れた馬ば首うなだれてこの堤をとおりかかる｡ 甘をあげた馬

子の圖に､ 富士が突然美しい婁をあらわす｡ 釣人の一人も､ 竿を忘れて胃じように富士を

見ている｡ のどかな水郷風景をたてによぎるものは水門の柱のかげからのぞいている。

北斎一流の構薗のとり方である｡ 荒川の水も賭く､夕暮を略禾するかのようである。
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馬と文化シリーズ(初日カバー･3.2.28･ よ野)
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絵■切手の●材となった富士山
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葛飾北斎■: 富嶽Ξ 十六曇より

凱凰快購

“山下白爾'ど 神豪川沖浪裏' の2 枚と典に最も有名な作晶である｡ 古来富士の

喪を槍いた名羅は多いが､ 赤富士の印象をこれほどまで瞬快に排いた作品はない。

赤富士は早朝か夕方に見える太陽のたわむれであるが､ 宦にうね毒のある跨にかぎ

ってこの赤富士があらわれるというから､北斎もまた実際に燃えるような富士を見たに

相違ない｡ 遭常は頂上近くのみが赤く映ずるが､ 富のいたずらで､ 全山懺えるよう1こな

ることが時々ある｡うね裳が空一■にひろがり､無蒙の距瞳に遠のいて行く。

富士はその青空をパックにくっきりと毒い奏をあらわす｡ 露の青い草露の色も美しい。

青と赤と茶2 色の縁だけでこの作晶はでき上がっている。
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第49 回 列 国 議 会 同 農 会 旛 如 意

第49 圖列国朧食間重会議記念(初日カバー･35.9,27 東京)
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富　　 士

綾羅切手の且材となった富士山
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葛飾北斎置:富嶽Ξ十大最より

神豪川沖浪裏

富謙三十六●●物申､ 覇権の名作といわれ､ 二枚の毒富士と共に三役に螢せられ

ている｡ 鉛を頭からひとのみにするばかりに大きくくずれおちる重皿､ その波の間から

富士は静かに朗をのぞかせる｡ 勣と齢とのみごとな対比である｡この脊撫で思い切っ

た構皮はいかにも北斎らしく､破にしてはじめて考え碍る構成であろう。
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国際文藪週間記念(初日カバー･38.10.6, 東京)
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富　　 士

絵圖切手の題材となった富士山
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葛飾北斎圖:富嶽三十六景より

甲州石班沢

この図は鰍沢あたりを描いたものと息われる。甲府から身・ 山みちを五且ばかり雨ｒする甲

府輦地の酉甫蟻の町､ 鰍沢に出る｡ 董崎から青柳をへて五皇の星種である｡ 北斎は石恵沢

と書いているが､ 石班沢という所はなく､また、どうして石恵沢をかじか沢とよむかわからない。

釜無川と笛吹川が青柳あたりで會流し､ 富士川となって山静の山々を糞れ､ 駿河湾にそそぐ。

昔は鰍沢は像沢港と称し､ここから身延を通って駿河の岩淵に出る水路があり、交通の要地

であった。巨大な岩の上で漁夫親子が網打つ姿を描いたもので､ 遠く富士が見える。

1７ＥＲ,･,Tふ 心LEnF･wR[T 沁wEEK

¬ ぺT
’ 畢..

・ゞJI

Q，

1
1
1
1
一

耳

疆
諒
玄
ｉ
ｌ
・

50‘　　 －一

日

声

難
ａ
 
１
１
４ｘ
ｓ
ｓ

Ｉ 吟i？ ●－J 皿 ぽT習W 町鶴ＩＩ

国際文通運間(初日カバー･42.10.6･ 甲府)
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